
広島県でのTECH未来

　今回は、広島大学附属中・高等学校の向田識弘（むかい
だ のりひろ）先生にお話を伺いました。長年TECH未来を
ご活用くださっています！4年ほど前にもTECH未来通信
に登場していただいていますが、改めてお話を伺ってみた
いと思いました！
－TECH未来を使用して何年目ですか？
　公立中学校で１年、大学附属学校で７年の計８年目にな
ります。
－具体的にTECH未来を使ってこれまでにどのような授
業を実践してきましたか？
　最初は照明回路の設計をテーマに大学の先生から紹介
を受けて実践しました。その後、電気自動車モデルの設計・
製作を行い、授業事例として教育研究大会を通じて先生方
に提案しました。最近では、動力伝達の仕組みによる問題
解決をテーマに授業実践を行ってきました。この授業では、
生徒が生活や社会の中から問題を発見し、パーツを組み
合わせて機構を考え、歯車によってモータからの動力を調
節し、解決に向けた製品を設計・製作します。
－これまで授業を実践をされて、印象に残っていることは
ありますか？
　エネルギー変換の授業では、最初にTECH未来パーツ

を使って手回し発電回路を作
らせるのですが、生徒たちは
作った電気回路でライトが点
灯したときに驚き、目が輝き
ます。そして、いくつか演習を
しながら、電気回路や歯車、リ
ンク機構について学習した後、問題解決の授業を行ったと
き、生徒たちの斬新なアイデアや柔軟な発想を見ることが
でき、指導者である私が勉強になることがたくさんありま
した。生徒たちは設計をもとに自由にパーツを組み合わ
せて仕組みを具体化させることができ、うまくいかないと
きは設計を修正しながら何度も試行錯誤して作っていま
した。TECH未来パーツが多種多様であり、ねばり強く作
れるからこそ、発表と評価でもお互いのアイデアを認め合
い、技術の発展に積極的に関わろうとする意識が芽生え
ていくのだろうと考えています。
－最後に一言！
　３月で附属学校を離れますが、TECH未来との出会いは
私にとってかけがえのないものとなりました。東京学芸大
こども未来研究所の方々のご支援もいただき、生徒を引
率して台湾での国際大会にも参加させていただきました。
将来に向けた技術科教育の可能性を信じ、次のステップで
もチャレンジを続けていきます。
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編集後記
　これまで多くの授業実践をありがとうございました！向田先生の新天地でのご活躍をお祈り申し上げます！


